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写真 2 余呉・中河内での焼畑（2007 年 11 月）
いにも声をかけてくださり、焼畑のための候補地をいくつか挙げてくださった。2009 年 1
月下旬、メンバーは候補地を見て廻り、菅並集落内の林野にある一画を選んだ。 
























年 7 月） 
写真 3 伐開作業。作業地の向こうには、菅並の
集落が広がる（2009 年 7 月） 
月末ごろには、焼畑耕作地とその周囲の防火帯を含めた面積を何とか拓くことができ、火
入れを 8 月 10 日と定めた。 














































































































写真 7 「シンザエモン」の葉（2009 年 9 月）
も養蚕も過去のものと思われている。山には人工林が広がり、林業の低迷で近年は山に入
る人も少ない。けれども、余呉の自然環境の特色は山であり、そこから得られる恵みであ
ろう。そこで、ふたたびヤマグワに注目してはどうだろうか。 
まず、桑や養蚕を手がかりにして、かつての農作業や山林利用について話を深めていく。
これは、菅並の方々との交流を深めることにもつながる。また、せっかく自然科学系の研
究者と共同で研究をしているのだから、伐開地でヤマグワがどのように、そして、どの程
度ヒトリバエするのかを具体的に検証することもできよう。そして、養蚕やヤマグワに注
目しながら、かつての余呉における山林利用がどうであったのかを検討する。と同時に、
実践型地域研究として、こうした成果を地域とつなぐことを試みたい。 
今日、桑の葉に蚕のエサとしての需要はないが、桑には昔から薬用効果が知られ、一部
では健康茶として販売されている。果実もおいしい。ならば、養蚕において栽培種よりも
高い評価であったヤマグワは、飲食や薬用にもうってつけではないだろうか。何よりも、
ヤマグワは森を拓けばヒトリバエしてくるのであり、この地域に根ざした資源である。も
ちろん、商売として成立させるには、多くの課題があるにちがいない。しかし、ヤマグワ
は、この地域で盛んであった養蚕、焼畑、その他の山林利用を結びつけるものであり、当
時の暮らしを具体的に伝える郷土史の資料ともなりうるであろう。また、ヤマグワのため
に森を拓くことは植生を更新させ、多様な植生状況が生み出されるために生物多様性にも
寄与するとも考えられ、ヤマグワを新たな価値とともに位置づけることができるかもしれ
ない。 
 
終わりに 
フィールドワークの楽しみは、それまで思いもしなかったことがらに出会うことである。
余呉において、私がもっとも心を躍らせたのは、ヤマグワとの出会いであった。焼畑だけ
が余呉の山林利用の特徴なのではない。ヤマグワに注目してみることで、焼畑にとらわれ
ない幅広い視点で、暮らしと結びついた余呉の山林利用を見つめ直すことができるかもし
れない。今後は、ヤマグワを手がかりにして余呉に向かおうと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
